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【国語】
入試問題について

～問題構成と学習のアドバイス～
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出
題
形
式

大
問
三
題

50

分

一

文
学
的
文
章
（
20

分
）

→

心
情
・
場
面
の
読
解

二

説
明
的
文
章
（
20

分
）

→

主
張
・
論
理
の
読
解

三

漢
字

10

問
（
５
分
）

→

小
学
校
の
学
習
範
囲

＊
見
直
し

（
５
分
）

令
和
７
年
度
入
試
も

大
き
な
変
更
は
な
し

3



出
題
の
特
徴

①
問
題
文
が
長
め
で
あ
る
。

一
〈
小
説
〉
：
３
０
０
０
字

～
５
０
０
０
字

二
〈
評
論
〉
：
約
３
０
０
０
字

②
本
文
全
体
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て

解
答
す
る
設
問
が
多
い
。

③
記
述
（
説
明
す
る
・
意
見
を
述
べ
る
）

問
題
が
数
問
出
題
さ
れ
る
。

→

30~

50

字
程
度×

１
～
２
問

読
み
取
っ
た
内
容
を
自
分
の
言
葉
で

表
現
す
る

★
速
読
力
、
速
記
力
を
つ
け
て
お
こ
う
！

★
過
去
問
を
解
い
て
お
こ
う
！
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記
述
問
題
の
ポ
イ
ン
ト

自
分
の
意
見
・
考
え
を
書
く
問
題

例
題

こ
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
な
た
に
と
っ
て
「
冒
険
」
に

あ
た
る
出
来
事
を
一
つ
取
り
上
げ
、
な
ぜ
そ
れ
が
あ
な

た
に
と
っ
て
「
冒
険
」
な
の
か
が
わ
か
る
よ
う
に
八
十

字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。
（
２
月
３
日
「
一
」
問
十
）

・

本
文
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、
自
分
の

経
験
を
説
明
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

過
去
の
自
分
の
経
験
か
ら
、

「
冒
険
」
に
当
た
る
こ
と
を

見
つ
け
出
す
。

ど
う
し
て
そ
の
経
験
が
「
冒
険
」
な

の
か
を
説
明
す
る
。

自
分
の
こ
と
な
の
で
、
受
験
生
の
数

だ
け
答
え
が
あ
る
。
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記
述
問
題
の
ポ
イ
ン
ト

自
分
の
意
見
・
考
え
を
書
く
問
題

本
文
か
ら
読
み
と
る
「
冒
険
」
と
は
？

自
分
た
ち
に
と
っ
て
の
冒
険
で
あ
り
さ
え
す

れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
？

誰
か
が
や
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
自
分
が
や
る

と
い
う
こ
と
が
冒
険
に
と
っ
て
い
ち
ば
ん
大
切

な
こ
と
で
は
な
い
の
か
？

行
っ
た
こ
と
の
な
い
場
所
に
自
ら
が
行
き
、
体

験
し
た
こ
と
の
な
い
困
難
に
自
ら
の
力
で
対

処
し
、
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
見
て
、
聞
い
て
、

会
得
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
冒
険
の
本
質
で
は

な
い
の
か
？

冒
険
す
べ
き
裏
庭
は
ど
こ
に
で
も
あ
る
。
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解
答
の
ポ
イ
ン
ト

自
分
が
や
っ
た
こ
と

が

具
体
的
な
経
験

新
し
い
発
見

や

自
己
の
成
長

に
つ
な
が
っ
た

抽
象
的
な
意
味
付
け

だ
か
ら

自
分
に
と
っ
て
の
冒
険
で
あ
る
。

ま
と
め
・
結
論
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【
自
分
の
経
験
】

私
に
と
っ
て
の
冒
険
は
〇
〇
〇
し
た
こ
と
だ
。

初
め
て
一
人
で
バ
ス
に
乗
っ
た
こ
と

お
母
さ
ん
の
手
伝
い
で
料
理
を
作
っ
た
こ
と

発
表
会
で
ピ
ア
ノ
を
演
奏
し
た
こ
と

頑
張
っ
て
勉
強
し
て
、
満
点
を
と
っ
た
こ
と

な
ど

【
経
験
の
意
味
付
け
】

そ
れ
は
私
に
と
っ
て
〇
〇
〇
な
体
験
だ
っ
た
。

勇
気
を
出
し
て
挑
戦
し
た
体
験

達
成
感
を
得
ら
れ
た
体
験

困
難
を
乗
り
越
え
て
成
長
し
た
体
験

な
ど

だ
か
ら
、
冒
険
と
言
え
る
。
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◆

指
定
さ
れ
た
字
数
に
ま
と
め
る

＊
字
数
は
十
分
に
使
う
。
（
目
安
は
９
割
以
上
）

初
め
て
一
人
で
バ
ス
に
乗
っ
た
と
き
は
、
と
て
も
緊

張
し
た
が
、
無
事
に
目
的
地
に
着
き
、
喜
び
を
感
じ

て
自
信
に
な
っ
た
。
（
48

字
）

字
数
に
合
わ
せ
て
、
具
体
的
な
事
実
を
膨
ら
ま
せ
る
。

一
人
で
バ
ス
に
乗
っ
た
こ
と

・
い
つ

・
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で

・
何
の
た
め
に

気
持
ち
や
行
動
を
膨
ら
ま
せ
る
。

・
乗
り
過
ご
さ
な
い
か
す
ご
く
心
配
だ
っ
た
。

・
何
度
も
バ
ス
停
名
を
確
認
し
た
。

・
料
金
箱
に
入
れ
る
小
銭
を
握
り
し
め
て
い
た
。

解
答
例

三
年
生
の
時
、
い
と
こ
の
家
に
い
く
た
め
に
初
め
て

一
人
で
バ
ス
に
乗
っ
た
。
乗
り
過
ご
さ
な
い
か
心
配

で
緊
張
し
た
が
、
無
事
に
バ
ス
を
降
り
た
と
き
は
う

れ
し
く
、
一
人
で
も
で
き
る
と
自
信
に
な
っ
た
。

78

字
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＊
最
後
の
ま
と
め
方
は
設
問
の
指
示
に
合
わ
せ
る
。

例

理
由
を
答
え
な
さ
い
。

→

「
～
か
ら
。
」

ど
ん
な
こ
と
で
す
か
。

→

「
～
こ
と
。
」

＊
誤
字
や
脱
字
は
減
点
の
対
象
で
す
。

例×

昌

〇
冒

×

検

〇
険

必
ず
解
答
の
見
直
し
を
し
よ
う
。
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◆
実
際
の
解
答
か
ら

Ａ

冒
険
に
あ
た
る
出
来
事
は
、
駅
構
内
の
迷
子
で
す
。

な
ぜ
な
ら
。
初
め
て
行
っ
た
駅
で
、
ど
こ
に
何
が
あ

る
か
わ
か
ら
ず
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な

か
っ
た
か
ら
で
す
。

〇
迷
子
の
体
験
を
冒
険
と
と
ら
え
た
点
は
よ
い
。

×

困
っ
た
体
験
で
終
わ
っ
て
い
て
冒
険
し
て
い
な
い
。

歩
き
慣
れ
な
い
道
を
歩
い
た
と
き
、
迷
子
に
な
っ
た

と
い
う
経
験
を
し
た
。
人
に
聞
い
た
り
す
る
な
ど
自

分
の
力
で
対
処
し
、
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
見
た
り

聞
い
た
り
会
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
。

Ｂ

私
に
と
っ
て
の
冒
険
は
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
挑
戦
す
る
こ
と

で
自
分
に
身
に
付
く
こ
と
が
あ
る
し
、
自
分
か
ら
進

ん
で
い
く
こ
と
が
冒
険
と
同
じ
だ
か
ら
で
す
。

〇
新
し
い
こ
と
へ
の
挑
戦
＝
冒
険
と
し
た
点
は
よ
い
。

×

具
体
的
な
体
験
が
記
述
さ
れ
て
い
な
い
。

Ｃ

小
学
校
の
音
楽
隊
で
、
や
っ
た
こ
と
の
な
い
楽
器

の
担
当
に
な
っ
た
と
き
、
最
初
は
全
く
で
き
な
か
っ

た
こ
と
が
練
習
で
少
し
ず
つ
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
が
、
冒
険
だ
っ
た
と
考
え
る
。

〇
具
体
的
な
経
験
の
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
。

〇
経
験
が
自
身
の
成
長
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
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読
解
の
ポ
イ
ン
ト

具
体
と
抽
象

具
体
的
な
表
現
は
、
抽
象
的
な
意

味
を
考
え
る
。

そ
れ
っ
て
、
つ
ま
り
、
ど
う
い
う

こ
と
？

抽
象
的
な
表
現
は
、
具
体
的
に
は

何
に
あ
た
る
か
を
考
え
る
。

そ
れ
っ
て
、
例
え
ば
ど
う
い
う
こ

と
？

具
体
と
抽
象
を
行
っ
た
り
来
た
り

し
な
が
ら
物
事
を
理
解
し
て
い

く
。
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最
後
に
・
・
・

◎
普
段
か
ら
時
間
を
測
っ
て
読
む
練
習
を

◎
本
を
読
む
と
き
、
問
題
を
解
く
と
き
、

人
と
接
す
る
と
き
、
普
段
か
ら
い
ろ
い
ろ

な
角
度
か
ら
考
え
る
習
慣
を
つ
け
よ
う
！

◎
女
学
館
の
国
語
は
基
本
重
視
で
す
。

合
格
を
目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
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【算数】
入試問題について

～問題構成と学習のアドバイス～
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【算数】 50分 100点満点
＜出題のねらい＞

① 計算、図形、文章題等の基礎学力の確認

② いくつかの内容が融合された問題に対する問題解決能力の確認

＜問題構成＞

１ 計算問題４題。

２題は四則演算で、２題は虫食い算を出題。

２ 小問５題。

３～７ 文章題５題。

全ての回において、『グラフを利用する問題』を、

必ず１題出題します。

2/1の午前・午後の回では，「記述式の問題」が出題されます。
15



＜大問１番の学習アドバイス＞

➢正確に素早く計算できるよう、計算問題の練習を！

→ぜひ、４回すべての回に取り組んでください。それぞれ
の回の難易度も体感できます。

☆特に、次の小数は比較的よく出題されます。すぐに
分数に直せるようにしておきましょう！
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２０２４年度の大問１番より その１ （四則演算：整数）

２月１日午前より１（１）

２月１日午後より１（１）

２月２日入試より１（１）

２月３日入試より１（１）
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２０２４年度の大問１番より その２（四則演算：小数・分数）

２月１日午前より１（２）

２月１日午後より１（２）

２月２日入試より１（２）

２月３日入試より１（２）
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２０２４年度の大問１番より その３（虫食い算：整数）

２月２日入試より１（３）

２月３日入試より１（３）

２月１日午前より１（３）

２月１日午後より１（３）
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２０２４年度の大問１番より その４（虫食い算：小数・分数）

２月１日午前より１（４）

２月１日午後より１（４）

２月２日入試より１（４）

２月３日入試より１（４）
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＜大問２番以降についての学習アドバイス＞
➢名前がついている有名な考え方（○○算）は確実
に理解しておきましょう。

→ お勧めは、本校の過去問題です！

それぞれの回の難易度も体感できます。

ぜひ、４回すべての回に取り組んでみてください！

●大問２番の小問、または、大問３～７番の文章題の１題
として、多くの回で出題される問題

つるかめ算、水に関する問題（体積、表面積、食塩水）、
割合の問題、規則性に関する問題
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２０２４年度の大問２番より《差がついた問題》

（３）：分数に関する問題

合格者の正答率が55％に対して、

不合格者の正答率は21％と大きく差のついた 問題です。
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２０２４年度の大問２番より《差がついた問題》

（５）：分数に関する問題

合格者の正答率が82％に対して、

不合格者の正答率は42％と大きく差のついた 問題です。
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２０２４年度の大問４より《差がついた問題》

集合算の問題（ベン図）：(合格者全体の正答率)ー(不合格者の正答率)    が

(1)で41％，(2)で35％ ，(3)で33％ と大きく差がつきました。
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２０２４年度の大問３番～大問７番より《差がついた問題》
速さ、ダイヤグラム

→ 大問7(2) 合格者の正答率が50％以上に対して、

不合格者の正答率は20％以下と差のついた問題。

傾き具合が落ち着いた
→水の減る量が少なくなった
→排水管を閉じた
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分数・小数について
分数、小数（帯分数、仮分数）は、値が正しい場合すべて正解となります。

1.125 =
9

8
= 1

1

8
ただし、約分は必ず行ってください。

16

8
は 2 とかく

ｃ ｃｃ

《算数の採点について》
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単位について
単位は解答用紙に記載されています。自分で書く必要はありません。

長さや重さなどの問題では、指定された単位で答えなければいけません。

（1） 個 単位は記載されています！

（1） 2.3 kg （1） 2300g kg
ｃ

《算数の採点について》
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記述問題について
例）グラフの様子から状況を読み取り、言葉で説明する問題

解答の理由を簡潔かつ的確に記してください。

特に、グラフの形を解答の根拠とする問題は頻出です。

《算数の採点について》

28



【算数のまとめ】

💡大問1・2でしっかり得点を取りましょう。
💡大問３～７は基本解きやすい順になっていますが、
自分にとっての得意なものを優先して取り組むこと
をお勧めします。

💡午前入試（2/1午前、2/3）を受験する方は、午前
入試の回の過去問を、午後入試（2/1午後、2/2）を
受験する方は、午後入試の回の過去問に取り組む
ことをお勧めします。
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【社会】
入試問題について

～問題構成と学習のアドバイス～

30



31

〔試験時間〕 ３０分、５０点満点

〔問題構成〕大問２題、小問30題程度

1つの問題中に、複数の分野を盛り込んだ総合問題

〔 配点 〕語句・記号・並べ替え→ １～２点

文章記述 → ２～４点（部分点あり）

〔採点基準〕漢字指定問題 → 漢字のみ〇

漢字指定なし → ひらがなでも可

すべて選択する → 完答で〇

社会入試問題の概要
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社会出題のねらい

１基礎的・基本的な事項を理解しているか。

２社会的な問題を相互に関連づけて
総合的に理解しているか。

３世の中の出来事に関心を持っているか。
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社会の学習ポイント①

地理・歴史・公民的分野の

基礎・基本の学習を丁寧にしておく

教科書をしっかり読んで理解しておくことが大切

◎６年生の教科書も最後まで

学習しておきましょう



34

社会の学習ポイント➀
基礎・基本の学習を丁寧にしておこう！

問 ・・・鎌倉時代といえば、モンゴル人が中国を支配して

つくった い という国が九州の北部にせめてきたと

歴史の授業で習いました。・・・

合格者正答率 ：95.0％

不合格者正答率：61.4％

答え 元
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社会の学習ポイント②
形式は、各分野を盛り込んだ総合問題です

でも、実際に設問を解いてみると…

1. 知っていること（＝教科書にのっていること）

2. その場で考えること（＝教科書にはのっていないこと）

3. 時事問題（2024年10月頃まで）

◎ 実力発揮のためには、あわてずに、
しっかりと考えて解答することが大切です

〇
↑まずは、ここでしっかり点をとっていきましょう！
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地理分野

１．地域の状況を理解しよう！

２．その地域の特徴や問題点を考えてみよう

◎地図などを丁寧に見て、その地域の特徴を
読み取り、地形や交通も含めて、その地域
の生活を想像してみる
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地理分野：地図を丁寧に見て、特徴を読み取ろう

明治43年 令和3年
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歴史分野

１．時代を意識しよう

2. 内容を理解できているか意識しよう

理由や因果関係、時代背景も

◎“用語を覚える”だけではなく、なぜそうなのか？
もう一歩踏み込んで理解を
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歴史：理由や因果関係も見逃さずに

答え 生きていくのに欠かせないも
のが、不足して手に入らなかった。
人々がやみ市に集まり、高い価格
で取引が行われていた。

問 政府が定めた価格（公定価格）と

やみ市での価格を比較したものです。

やみ市での価格が高いのはなぜです

か。
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公民分野

１．今の社会のしくみや出来事、問題点に注目

２．人々の生活はどう成り立っているのか

人や出来事の相互関係を探る

◎教科書の中のことですまさず、
自分の周りに引き付けて理解しよう
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公民：現代社会の問題点に注目しよう！

答え これまでは各省庁で、そ
れぞれ仕事を分けていたが、
こどもの利益になるよう統一し
て担当するようにした。

問 「こども家庭庁」という新しい
組織が作られた理由を説明し
なさい。
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社会の学習ポイント③

地図の見方を確認しよう！
・地図記号・縮尺など、地形図の見方

・地形図からわかること

・その場で生活・活動する人々は？

◎地図からたくさんのことがわかります
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社会の学習ポイント④

図表・グラフを読みこなそう！
1. 表・グラフの種類に注目

2. 図表のタイトル・軸の単位などを確認

3. 図表の特徴をすばやくつかみ、問いの意図を確認

４．説明がふさわしいものになっているか、確認

◎図表を的確に理解して

～そして自分のことばで語りましょう

教科書の図・グラフの解

説を読んで、読み取り方

に慣れておこう！
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社会の学習ポイント④
図・表・グラフを使いこなそう！

問 2023年8月ころからホタテ
貝の価格が大きく下落した
理由は何か。

答え この時期に、東京電力
福島第一原子力発電所の事
故によって発生した処理水を、
太平洋に放出した。それに対
して、中国が日本産水産物の
輸入を停止したから。
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社会の学習ポイント⑤

時事問題に注目しよう

2024年10月ごろまでの範囲で

◎身のまわりの“なぜ？”

新聞やニュース、今は国内外で話題がたくさんあります。

あなたは、どんな“社会”で生きたいですか？
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＜昨年の入試問題（1日・3日とも）に関連した時事問題＞

こども家庭庁発足 ／ 地球温暖化 ／ 外国人観光客増加

SDGｓ ／ ジェンダー平等 ／ 児童労働 ／ 食品ロス

超高齢社会

社会の学習ポイント⑥
時事問題に関心を持とう！
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文章記述式の問題もがんばって解答しよう！

１ よく問題を読み、的確な答えを書こう

・・ 必須のキーワードを盛り込んで

２ 読む人のことを考えて、正しくわかりやすい文章で説明

・・ わかりやすい説明文に慣れ、書けるように

３ 部分点もあります。あきらめずに何かを書こう

・・ 漢字の誤りは、細かく問いません！

社会の学習ポイント⑦



48

社会の学習ポイント⑦
文章記述式の問題もがんばって解答しよう！

問 このサイトは、農業・漁業などに従事している

全国の生産者の品物を、消費者が直接購入で
きるしくみになっています。このサイトの良い点
はどのようなところにあると考えますか。生産

者と消費者、それぞれの立場から答えなさい。

答え

生産者は・・・

消費者は・・・

◎受験生の皆さんの答えを、楽しみにしています！

ぜひがんばって解答してください。



【理科】
入試問題について

～問題構成と学習のアドバイス～
合否を分ける４つの「力」

49



① 自然や科学的な事象に関する基本的な

知識・計算力などの確認

② 論理的に考える力・資料を読み解く力・

記述力・問題を整理する力が身について

いるかの確認

③ 自然科学への興味関心をもっているかの確認

理科出題のねらい
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理科出題の構成・内容

① 大問：３題で出題。

② 実験や観察の結果をもとに考える問題が多く

出題される。

③ 基本的な問題が中心。一見難しそうな問題も、

よく考えれば解ける。

（問題文・図・表にヒントあり！）
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令和７年度入試の出題形式

➢ １日午前（第１回）も３日午前（第４回）も
大問数は３題。

⇒大問１題あたりの小問数は例年通り。考える問題
や記述問題もある。

➢ 令和６年度各大問の分野は、
第１回 問１：地学 問２：生物 問３：物理
第４回 問１：地学 問２：生物 問３：化学

注目‼
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第１回入試（2024年2月1日実施）＜理科＞

１（地学）正答率の差の平均は17.0％。問題によって正答率にばらつきがみら

れるので、基本を押さえることが重要。

(2) 31.6％（知識問題） (5) 28.1％ (6) 28.9％

２（生物）正答率の差の平均は15.6％。(8)以外は高い正答率で、ここで得点す

ることが重要。

(3) 26.3％ (8) 22.8％

３（物理）正答率の差の平均は16.1％。物理分野を嫌がらずに勉強によく取り

組んでおくことが重要。

(1) 21.1％ (5)え 34.2％（読み取り問題） (8) 23.7％

合格者と不合格者で正答率に20％以上差があった問題 (下線付きは30％以上差があったもの）
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合否を分ける４つの「力」
大問１（２） 大問３（５）え
図の→のように連続して層をないていない境目の 図のようにどの色の光も（ え ）回の屈折と
でこぼこの面を何といいますか。 １回の反射が起きています。

（ え ）に当てはまる数字を答えなさい。

答え：不整合面 答え：２
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合否を分ける・・・「計算力」
2023年度入試 第１回 大問２ 「地学」の問題

(5) P波が秒速6km，S波が秒速4kmの速さで伝わるような地震が発生し、震源から
36km離れた位置にある地震計がP波を観測しました。
その20秒後に，震源から180km離れたはな子さんの自宅でテレビに緊急地震速
報が流れ始めました。はな子さんが大きな揺れ（主要動）を感じるのは，緊急地震速
報が流れ始めてから何秒後ですか。

地震計がP波を観測：36÷6＝6秒後
緊急地震速報が流れた：20＋6＝26秒後
はな子さん宅で主要動を感じる：180÷4＝45秒後
よって、45－26＝19秒後

答え：１９秒後
★１つ１つ問題を読みとりながら立式し，あせらず取り組む。見直しも！！

55



合否を分ける・・・「計算力」
2024年度入試 第4回 大問３ 「化学」の問題

(5) 砂糖25gに水を加えて濃さが25％の砂糖水をつくるとき、必要な水は何gですか。

答え：75g

(6) 濃さが10％の砂糖水300gと、濃さが2％の砂糖水100gを混ぜ合わせたときにで
きる砂糖水の濃さは何％ですか。

答え：8％

★基本的な計算問題も出題されます！！
１つ１つあせらず取り組むめば大丈夫です！！見直しも忘れずに！！
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合否を分ける・・・「記述力」
2020年度入試 第1回 大問２ 「地学」の問題（改）

この季節に高気圧Ａから吹き出して日本付近に吹く季節風は日本列
島に達するころには吹き出したときとは性質が変わり、しめった風にな
ります。この影響で日本海側は（ ）の日が多くなります。

(7) 下線部ａについて、この季節風が日本列島に達するころには
吹き出したときとは性質が変わる理由を説明しなさい。

答え：日本海上を通るときに、水蒸気を吸収するため。

★記述問題は部分点有り。必ず何か書く！
★自分の答えを読んで、「なぜ？」が含まれないかを確認。
「なぜ？」 が含まれる場合には不足があるので、その部分を追加する。
例）「水蒸気を吸収するため」では、なぜ水蒸気を吸収するかがわからない
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合否を分ける・・・「（ちょっとした）思考力」
2020年度入試 第1回 大問２ 「地学」の問題（改）

この季節に高気圧Ａから吹き出して日本付近に吹く季節風は日本列島
に達するころには吹き出したときとは性質が変わり、しめった風になりま
す。この影響で日本海側は（ ）の日が多くなります。

「しめった風」が吹いているからどのような天気になるのか？
「ぎょう灰岩」は火山灰や軽石でできているから何が起こったのか？
★ちょっとした思考力が必要な問題は数多く出題されています！！

(6) （ ）に入る語句を答えなさい。 答え：雨や雪

2024年度入試 第1回 大問１ 「地学」の問題（改）
(5)ぎょう灰岩の層ができたときに起こったと考えられる自然災害を１つ答えなさい。

答え：火山の噴火
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合否を分ける・・・「読み取る力」
2024年度入試 第１回 大問２ 「生物」の問題（改）

(8) グラフⅰ、ⅱの結果から、１つの鉢でインゲンを育てた場合、種子のまき方の工夫によって食べられ
るインゲンの重さを増やすことはできますか。なぜそう答えたのか、理由も答えなさい。

【条件】
Aの鉢には15個の種子を等間かくでまいた。
Bの鉢には35個の種子を等間かくでまいた。
Cの鉢には60個の種子を等間かくでまいた。
Dの鉢には150個の種子を等間かくでまいた。

答え：できない 種子のまき方を変えても、鉢のすべてのインゲ
ンを合わせた重さは変わらないから。

★情報を整理しながら文章を読み進め、グラフや表が何を表しているのか
を読み取る。あきらめない気持ちも大切！！

少ない
ほど重い

同じ
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入試・出願について
3年分の過去問題
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一般学級 | 令和７（２０２５）年度 入試概要

試験日
第１回

２月１日(土)午前
第２回

２月１日(土)午後
第３回

２月２日(日)午後
第４回

２月３日(月)午前

募集人員 35名 35名 35名 25名

試験科目

試験時間

配点

国語 50分
100点

国語 50分
100点

国語 50分
100点

国語 50分
100点

算数 50分
100点

算数 50分
100点

算数 50分
100点

算数 50分
100点

社会 30分
50点

社会 30分
50点

理科 30分
50点

理科 30分
50点

※面接は行いません。
※「英検合格証明書」のコピーを提出。（該当する方のみ）
※毎年４月に募集要項抜粋を、６月下旬に募集要項をHPに掲載。

同じ試験で国際
学級（20名）の
入試を実施
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一般学級 | 令和６（２０２４）年度 入試結果

第1回
2月1日
午前

第2回
2月1日
午後

第3回
2月2日
午後

第4回
2月3日
午前

募集人員 35名 35名 35名 25名

出願者数 107 363 340 346

受験者数 95 333 219 202

合格者数 38 144 109 42

実質倍率 2.5倍 2.3倍 2.0倍 4.8倍

出願者倍率 3.1倍 10.4倍 9.7倍 13.8倍
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一般学級 | 令和６（２０２４）年度 入試結果

第1回
(2/1)

第2回
(2/1)

第3回
(2/2)

第4回
(2/3)

科目 国語算数社会理科国語算数国語算数国語算数社会理科

配点 100 100 50 50 100 100 100 100 100 100 50 50

受験者平均点 59.8 59.9 23.3 32.5 66.7 50.8 54.1 49.1 54.0 58.7 28.0 29.5

合格者平均点 69.3 70.6 28.6 37.7 75.5 63.2 61.7 60.2 65.5 77.0 33.8 34.6

合格者最低点 43 54 19 31 55 36 43 29 51 59 19 27

合格者最低合計点 190/300 125/200 106/200 195/300

合格ライン得点率 63.3% 62.5%53.0% 65.0%

※合否は全科目の合計点で判定。全体で65％以上得点することを目標に！

第１回・第２回の算数は
記述問題を１題ずつ出題
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国際学級 | 令和７（２０２５）年度 入試概要

帰国生入試 一般生入試

試験日 令和6年12月１日（日） 令和7年２月２日（日）午後

募集人員 18名 20名

試験科目

試験時間

配点

算数 30分・50点
国語 30分・50点

算数 30分・50点
英語 30分・50点

国語 50分・100点
算数 50分・100点

面接（約５分）：受験生本人のみ 同日の一般学級と同じ問題・同じ時間での

試験です。

※2/2入試は、国際・一般のいずれか一方

しか出願できません。

※面接は行いません。

受験科目は、①算数・国語、

または②算数・英語の選択制

※英語試験は英検準2級レベルの内容

※英検準2級を取得している場合は、希望に

より英語の試験を免除。

＝準2級40点、2級45点、準1級以上50点とする

該当者は「英検合格証明書」のコピーを提出

※毎年４月に募集要項抜粋を、６月下旬に募集要項をHPに掲載。 64



帰国生向けの入試について｜国際学級

①帰国生入試
 2024年12月1日（日）実施

 中学1年、18名募集

 出願資格

①2025年3月、小学校卒業見込みの女子、ま

たはそれに準ずる者（日本人学校小学部
卒業見込み、または現地校・現地イン
ターナショナルスクールで6年の課程を修
了した者、または在学中で2025年4月1日
時点で満12歳または13歳である者）

②１年以上の海外生活があり、帰国後３年
以内であること。（2021年12月1日以降に帰国）

②編入学試験

 9月編入【中学1年・中学2年】

 2024年7月10日（水）実施

 4月編入【中学2年】

 2025年3月4日（火）実施

 募集人員 若干名

 試験科目 国語・数学・英語（各科目30
分・50点）／面接（本人のみ10分）
※英検準2級以上の方は英語の試験免除
（準2級40点・2級45点・準1級以上50点とする）
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国際学級 | 令和６（２０２４）年度 入試結果

帰国生 一般生

12月10日 2月2日

国語・算数 英語・算数 国語・算数

募集人員 18名 20名

出願者数 19 35 81

受験者数 18 32 65

合格者数 14 28 23

実質倍率 1.3倍 1.1倍 2.8倍

出願者倍率 3.0倍 4.1倍
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国際学級 | 令和６（２０２４）年度 入試結果

12月10日帰国生 2月2日一般生
２科選択 ２科選択 ２科

科 目 国語 算数 英語 算数 国語 算数

配 点 50 50 50 50 100 100

受験者平均点 32.2 25.4 - 27.5 51.3 42.7

合格者平均点 34.2 27.6 - 28.9 62.7 57.3

合格者最低点 23 20 - 21 44 34

合格者最低合計点 48/ 100 62/ 100 102/ 200

合格ライン得点率 48.0% 62.0% 51.0%
※合否は全科目の合計で決定 一般学級と同じ試験のため

帰国生入試より難易度が高い 67



募集要項・出願日程
【募集要項】
本校HPからダウンロードください
※印刷物での配布はしておりません

【出願日程】
①帰国生入試（国際学級）

11月5日（火）～11月30日（土）16：00

②一般入試 2025年1月10日（金）受付開始

第1回・第2回 1月31日（金）23：30まで

第3回・第4回 試験当日6：00まで

令和7年度生徒募集要項 令和7年度帰国生入試募集要項
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午後入試の受付・開始時刻について
２月１日（土）午後：一般学級 第２回

２月２日（日）午後：一般学級 第３回、国際学級

【試験科目】国語50分100点、算数50分100点

【集合・開始時刻】15：00集合、15：20試験開始

※集合・開始時刻に間に合わない場合、１時間以内なら受験可能
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16：10受付終了、16：20試験開始



複数回受験の優遇措置①

【受験料の割引】

１回の出願 → ¥25,000

２回の出願 → ¥30,000

３回の出願 → ¥35,000

４回の出願 → ¥40,000

※追加出願にも適用 (帰国生入試は対象外）
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＋¥5,000

＋¥5,000

＋¥5,000



複数回受験の優遇措置②

【合否決定の際の優遇】

一定の人数まで総合得点順で合格者を決定。

→ その後、繰り上げ合格者を決定する際には、
複数回受験者を優先＝複数回受験が有利

※一般学級のみ適用（国際学級は対象外）
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出願手続き
出願手続きはオンライン（miraicompass）にて

インターネット出願サイト
（miraicompass）

インターネット出願サイトの使い方

国際学級帰国生入試一般入試
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受験票・写真票について
※一般入試の出願・受験票の印刷は1月

10日（金）から開始

※受験票・写真票は受験回ごとに発行され
ます。印刷して「切り取り線」で切り離した
状態で試験当日に持参してください。

登録した写真はここに表示
事前に登録していない方は4cm×3cmの
写真を貼って当日持参

４桁の数字が受験番号（受験回ご
とに異なる）
切り離して試験当日に持参、当日
配布されるホルダーに入れる
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提出書類
【出願時に提出するもの】
①英検合格証のコピー

②海外在留証明書

※①②いずれも該当者のみ提出

募集要項８ページの「宛名シート」を印刷して封
筒に貼り、「簡易書留」で郵送してください。

提出期間：１月１０日（金）～１月２９日（水）必着

※必着日に間に合わない場合は試験当日に事務室に提出
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提出書類
【入学手続き時に提出するもの】

①成績通知表のコピー

通知表は、小学校６年時の１・２学期の成績と出欠の記録が記載さ
れているもので、小学校名が記されているページを含め、すべての
面をＡ４用紙両面でコピーしてください。

※インターネット出願の際に、小学５年生～６年生１２月までの学
校出席日数・欠席日数の入力欄があります

※詳細は募集要項でご確認ください
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提出書類についてよくある質問①

Ｑ：一般入試で「英検の合格証明書のコピー」を提出す
ると、何か優遇は受けられますか？

また、取得級や取得時期によって優遇に差はありま
すか？

Ａ：繰り上げ合格の対象者を決定する際に、英検取得者
を優先いたします。取得級や取得時期は問いません。
※一般学級・国際学級共通
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提出書類についてよくある質問②

Ｑ：小学校が２期制だが、提出する成績通知表のコピー
は前期のものだけでよいですか？

Ａ：はい。前期の通知表のみで結構です。

ただし、12月までの出欠記録を手書きで書き加えて
ください。小学校からの証明書は必要ありません。
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提出書類についてよくある質問③

Ｑ：通知表を小学校では発行していないが、どうしたら
よいですか？

Ａ：５年生の学年通知表と６年生の12月末までの出欠の
記録が入った「在学証明書」または「報告書」(※)を
ご提出ください。

※小学校で在学証明書等の発行ができない場合には、

「東京私立中学高等学校協会の標準様式の報告書」をダウン
ロードし、担任の先生に記入していただいてください。
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「報告書」 ※「東京私立中高協会 標準様式」で検索

このファイル（エクセル）
をダウンロード
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通知表が発行されなかっ
た場合は、この報告書を
ダウンロードして、小学
校の担任の先生に記入し
ていただいてください。
記入できない項目は斜線
で構いません。
小学校から成績入りの在
学証明書が発行される場
合にはそちらでも結構で
す。
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試験当日のお願い
①寒さ対策を忘れずに、暖かい服装でお越しください。

②保護者の付き添いはお一人まででお願いいたします。

控室でお待ちいただくほか、途中外出も可能です。

③次の時間帯に控室で昼食をとることができます。

午前入試（第１回・第４回）…学力試験終了後

午後入試（第２回・第３回）…受付の前

※食堂で昼食の販売はしておりません。

※ゴミの持ち帰りにご協力ください。
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合否照会

合格照会サイトのURLは、受験票
と出願後に送られてくる出願確認
メールに記載されています。

※合否照会サイトのID/パスワード

【ログインID】受験番号

【パスワード】生年月日（8桁）
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繰り上げ合格・入学金について

【繰り上げ合格について】

入学手続き締め切り後、２月5日（水）13：00からお電
話でご連絡いたします。

【入学金の返金】

2月10日（月）9：00までに入学辞退届を提出された場合、
入学金を全額返金（振込手数料を差し引いた金額）
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ホームページのTJK Galleryでは、動画も
公開しています。是非ご覧ください。
（YouTube「東京女学館中高広報室」か
らも視聴可能です）
⚫学校生活紹介
⚫記念祭
⚫中高施設紹介
⚫東京女学館の教育について
⚫国際学級について
⚫進路指導・学習指導について

公式Instagram 公式LINE
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